木彫・襤褸隠しリングさん　　　　　　　三島市・石田健一
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	チェンバー＝マフラーは、内燃機関の爆発音の中高音部分を減衰させ消音効果がある反面低音のみ外部に排気ガスと同時に排出しています。シングルバスレフもダブルバスレフも一種のチェンバー方式と考えられます。今回の作品も、石田式BHBSにしています（これ以外できない）。音道はすべて直管として折り返し部分を空気室とみなし、5か所の空気室があるとしています。（図参照）他にダクトの先端にショートホーンを設けています。
【動作における狙い】
1 マフラー効果によるダクト部分からの中高音の漏れの軽減を図り、低音の再生音を引き立たせる。
2 ダクト先端に木製ショートホーンを設けて、風切り音の低減を図り、低音の広がりを出している。




3 BHBS方式による低音の再生帯域の拡大、特に８ｃｍ級では再生が厳しい４０Hz付近にアクセントを持たせ、沈み込むような低音再生を目指しています。
4 スピーカーユニットに専用アダプターを設けて、点音源化、専用リングの装着で７ｋＨｚ付近にアクセントを持たせています。
5 音の響きを良くするために、アカシアの集成材を使用、アダプター系はアメリカン・ブラック・ウォールナット無垢材を使用しています。

	[image: ダイアグラム

中程度の精度で自動的に生成された説明]
	【諸元】材質　：アカシア集成材15ｍｍ厚
アメリカン・ブラック・ウォールナット15ｍｍ厚使用。
サイズ　：Ｈ365ｍｍ×Ｗ176ｍｍ×Ｄ315ｍｍ（突起含まず）
重量　　：8ｋｇ/本　
ユニット：FE83sol　12,096円（税込み）
ＳＰ端子：アマゾン1,599円（税込み）
方式　　：石田式BHBS
再生周波数：40Hz～40ｋHz



⓵音道の構造
初心者でも簡単に作れる構造として、すべてを直管としています。ですから、だれでも簡単にコピーできるので同じような音が出ます。組み立て順序は、あらかじめフロントバッフル、リアバッフル、上下板で四角枠を構築する。内部の音道となる部材はあらかじめ製作を完了させて置き、四角い枠の中に組み込む形で側板以外を組み上げます。



【製作過程】
[image: ダイアグラム, 概略図

自動的に生成された説明][image: 屋内, テーブル, 建物, 木製 が含まれている画像][image: 棚に並べられている

中程度の精度で自動的に生成された説明][image: 鏡のある洗面台

中程度の精度で自動的に生成された説明]
内部の音道を組み立てた後に側板に接着します。適当な長さの木片を用いて、音道の中央部分にも圧力が掛かるようにします。片側の側板と枠の部分の接着が出来たころ合いを見計らって、残りの側板を枠に乗せてサンドイッチ化して圧着を実施して、接着剤が乾燥するまで放置をします。
②フロントバッフル上下R加工（デザイン性）
[image: 屋内, 座る, ドーナツ, テーブル が含まれている画像
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自動的に生成された説明][image: 屋内, テーブル, ボックス, 座る が含まれている画像

自動的に生成された説明][image: 屋内, テーブル, 座る, 小さい が含まれている画像

自動的に生成された説明]
丸のこぎりでR加工の前処理を行い、電動カンナで整形し、板のささくれを取り除き平滑面を作る。箱の表面仕上げはランダムサンダーで粗い研磨から細かい研磨まで行う。その後、オスモ・ウォールナットで塗装、乾燥後に表面を軽く研磨して２度目の塗装。乾燥後に水研ぎ出し、床用ワックスで総仕上げをして鏡面化にする。
【狙いの音作り】
何時までも聴いていたい音を目指して調整を行う。BHBSのダクトのサイズと長さをtry＆errorで決めます。低音を伸ばすだけなら、ダクトを長くすれば良いのですが、癖が出やすい！口径を大きくすると中高音の漏れが気になり始めると言った具合です。ユニットへのリング有無でF特を比較しました（上がリングあり）。
[image: グラフ, 折れ線グラフ]
７kHzに小さなディップがありますが、ほとんど影響がないレベルです。BHらしいＦ特ですが、ほぼ、狙い通りです。　（追記）８ｃｍ級のユニットをマウントできる箱は10ペアから、試聴により箱は２種類、ユニットは５種類の中からFE83EｎとＦＥ83solの二つに絞って最終試聴。何回か装着を繰り返しているうちにFe83solのフランジの塗装が剥がれてきたので、襤褸隠しで木製リングを取り付けたのが名前の由来です。
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